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医
療
費
な
ど
を
医
療
機
関
の
窓

口
で
、
一
旦
全
額
支
払
っ
た
場
合
、

申
請
す
る
と
支
払
っ
た
費
用
の
一

部
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

医
療
費
等
を
全
額
支
払
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
申
請

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
申
請

し
ま
し
ょ
う
。
払
い
戻
し
が
で
き

る
の
は
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。 

払
い
戻
し
が
で
き
る
ケ
ー
ス 

①
保
険
証
を
持
た
ず
に
医
療
を
受

け
た
場
合
（
緊
急
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
理
由
と
認
め
ら
れ
る

場
合
の
み
支
給
） 

②
医
師
が
必
要
と
認
め
た
治
療
用

装
具
を
購
入
し
た
場
合
（
同
一

の
装
具
を
耐
用
年
数
内
で
購
入

し
た
場
合
や
、
日
常
生
活
上
の

補
装
具
は
払
い
戻
し
対
象
外
） 

③
あ
ん
ま
、
は
り
、
灸
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
施
術
を
医
師
同
意
を
得

て
受
け
た
場
合 

④
柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術
を
受

け
た
場
合 

⑤
輸
血
を
し
た
と
き
の
生
血
代

（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合

の
み
支
給
） 

⑥
海
外
渡
航
中
に
医
療
を
受
け
た

場
合 

注
意 

柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
ま
た
は
整

骨
院
）
で
の
施
術
に
つ
い
て 

　
接
骨
院
や
整
骨
院
で
の
柔
道
整

復
師
に
よ
る
施
術
で
は
、
健
康
保

険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
と
そ
う
で

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

健
康
保
険
が
使
え
る
ケ
ー
ス 

①
外
傷
に
よ
っ
て
生
じ
た
骨
折
、

不
全
骨
折
（
ひ
び
）
、
脱
臼
、

打
撲
、
捻
挫
、
肉
離
れ
な
ど 

②
骨
折
、
不
全
骨
折
、
脱
臼
の
場

合
は
、
柔
道
整
復
の
施
術
を
受

け
る
前
に
、
医
師
か
ら
施
術
を

受
け
る
こ
と
の
同
意
を
文
書
か

口
頭
で
得
て
い
る
（
応
急
手
当

の
場
合
は
除
く
が
、
そ
の
後
の

施
術
は
同
意
が
必
要
） 

            

健
康
保
険
が
使
え
な
い
ケ
ー
ス 

①
疲
労
に
よ
る
肩
こ
り
、
筋
肉
痛

な
ど 

②
加
齢
に
よ
る
腰
痛
、
五
十
肩
な

ど 

③
医
師
の
同
意
の
な
い
（
不
全
）

骨
折
、
脱
臼
の
治
療
（
応
急
手

当
を
除
く
） 

④
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
内
科
的
病

気
が
原
因
の
も
の 

⑤
施
術
目
的
以
外
の
「
つ
い
で
」

の
受
療 

⑥
過
去
の
骨
折
や
捻
挫
が
数
年
経

っ
て
自
然
に
痛
み
だ
し
た
も
の 

⑦
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
、
医
師

が
治
療
す
る
べ
き
も
の 

⑧
医
師
の
同
意
な
く
、
同
一
の
部

位
の
治
療
で
医
師
と
柔
道
整
復

に
か
か
っ
て
い
る
場
合 

⑨
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
の

に
漫
然
と
施
術
が
行
わ
れ
て
い

る
場
合 

⑩
柔
道
整
復
師
に
認
め
ら
れ
て
い

る
以
外
の
整
体
術 

⑪
外
傷
に
よ
る
骨
折
な
ど
で
も
、

勤
務
中
、
通
勤
途
中
に
起
き
た

も
の
は
不
適
用
（
労
災
保
険
の

適
用
と
な
る
た
め
） 

 

     

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
入
院
先

へ
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
で
き
ず
、
一
般
の
食
事
代

負
担
額
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
申

請
す
る
と
食
事
代
の
差
額
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。 

   

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

申
請
を
す
る
と
そ
の
者
の
葬
祭
を

行
っ
た
者
（
喪
主
）
に
対
し
、
葬

祭
費
と
し
て
３
万
円
支
給
さ
れ
ま

す
。 

  

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、

申
請
す
る
と
出
産
育
児
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
85

日
以
上
で
あ
れ
ば
流
産
・
死
産
の

場
合
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

前
に
入
っ
て
い
た
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
か
ら
支
給
が
あ
る
場
合
は
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
支
払
方
法
に
は
「
直
接

支
払
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「
直
接
支
払
制
度
」

は
、
出
産
の
際
に
国
民
健
康
保
険

か
ら
、
直
接
医
療
機
関
へ
出
産
育

児
一
時
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で

す
。 

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
医

療
機
関
で
は
、
出
産
育
児
一
時
金

を
超
え
た
分
の
み
の
支
払
い
に
な

り
ま
す
。 

支
給
要
件 

①
出
生
日
時
点
で
浦
添
市
国
民
健

康
保
険
の
加
入
者
で
あ
る 

②
以
前
勤
め
て
い
た
職
場
の
健
康

保
険
な
ど
か
ら
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い 

※
出
産
し
た
方
が
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
に
一
年
以
上
「
本
人
」
で

加
入
し
て
お
り
、
そ
の
資
格
喪
失

後
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

６
か
月
未
満
の
出
産
で
あ
れ
ば
、

以
前
加
入
し
て
い
た
保
険
者
よ
り

出
産
育
児
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。 

直
接
支
払
制
度
の
利
用
方
法 

　
医
療
機
関
に
保
険
証
を
提
示
し

て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

※
直
接
支
払
制
度
を
利
用
し
差
額

が
発
生
す
る
場
合
、
ま
た
は
直
接

支
払
制
度
を
利
用
し
な
い
場
合
は

申
請
が
必
要
で
す
。 

 

全
額
支
払
っ
た
医
療
費
な
ど
の 

一
部
を
払
い
戻
し
（
療
養
費
） 

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を 

ご
使
用
の
方
へ 

入
院
時
の
食
事
療
養
費
の 

差
額
を
支
給 

各
給
付
の
申
請
方
法 

　
国
民
健
康
保
険
課
給
付
係
窓
口

へ
必
要
書
類
を
ご
持
参
の
上
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
国
民
健
康
保
険
課
給

付
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

葬
祭
費
の
支
給 

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給 

国
保
の
給
付
を
上
手
に

国
保
の
給
付
を
上
手
に 

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

活
用
し
ま
し
ょ
う
！ 

国
保
の
給
付
を
上
手
に

国
保
の
給
付
を
上
手
に 

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

活
用
し
ま
し
ょ
う
！ 

国
保
の
給
付
を
上
手
に 

活
用
し
ま
し
ょ
う
！ 

国保の資格喪失後、給付費の返還を求められる場合があります 

出産 
したとき 

入院 
したとき 

医療機関 
にて 　職場の健康保険に加入した後や他市町村に転出した後などに、

医療機関で浦添市の保険証を使って診療を受けた場合は、そ

の当時の世帯主あてに浦添市国民健康保険から給付費返還金

請求書が届きます。 

　これは、職場の健康保険などで支払われるべき医療費を浦

添市がいったん支払った形になるため、医療費総額から医療

機関の窓口で支払った金額を差し引いた金額、または高額療

養費などの給付費を浦添市に返還していただく必要があります。

これを給付費返還金といいます。 

　国民健康保険に加入している方は、様々な給付が受けられます。今回は、その給付の種類や、どんな

場合に給付が受けられるのかをご紹介します。給付を受けるには申請が必要ですのでご注意ください。

また、国保の資格喪失後の注意点も併せてご紹介します。 

【問い合わせ】国民健康保険課　　８７６－１２３４（内線3713～3715） 

※上記①～⑦のほかにも、給付費返還金が発生する場合があります。給付返還金の詳しい内容については、 

　お問い合わせください。 

浦添市から転出する方、国保からほかの健康保険へ加入する方へ 

①職場の健康保険に加入した後や、他市町村へ転出した後

に、医療機関で浦添市の保険証を使って、診療を受けた

とき。なお、返還金を浦添市に納入後、受診当時に加入

していた健康保険等に療養費として請求できる場合があ

ります。 

 

②高額療養費における所得区分が変更になり、窓口で支払

うべき自己負担限度額が上がった場合で、変更前の自己

負担限度額で高額療養費の支給を受けたとき、または

医療機関の窓口で限度額認定証や特定疾病療養受領証を

使ったとき。 

 

③医療機関の窓口で支払う一部負担金の割合が1割から

３割に変更になった場合で、医療機関窓口で1割のみ支

払ったとき。 

 

④入院時の食事代の減額が取消しになった場合で、医療機

関窓口で減額された金額で支払ったとき。 

 

⑤その他給付費（療養費、出産育児一時金、葬祭費、移送

費、訪問看護療養費など）に過払いがあったとき。 

 

⑥労働災害認定を受けたが、医療機関の窓口で保険証を

使ったとき。 

 

⑦保険証の不正使用が発覚したとき。 

給付費返還金が発生する場合 

 


